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女
島
埋
立
地
の
Ｓエ

ス

ゲ

ッ

ト

Ｇ
Ｅ
Ｔ
芦
北

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
が
開
所

　

女
島
埋
立
地
の
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
芦
北
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
が
完
成
し
、
12
月
３

日
、
正
式
に
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

昨
年
７
月
に
技
術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
コ
ア
・
テ
ッ
ク
㈱
（
東
京
）
と
町
・

県
が
立
地
協
定
を
結
び
、
今
年
２
月
か

ら
建
設
工
事
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
開
所
に

ふ
さ
わ
し
い
晴
天
と
な
り
、
隣
接
す
る

女
島
活
力
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
も
や

い
」
で
行
わ
れ
た
開
所
式
に
は
、
事
業

関
係
者
や
来
賓
な
ど
約
１
５
０
人
が
出

席
し
開
所
を
祝
い
ま
し
た
。
芦
北
保
育

園
の
将
友
太
鼓
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

り
、
園
児
た
ち
の
小
さ
な
体
か
ら
は
想

像
で
き
な
い
迫
力
の
あ
る
太
鼓
演
奏
に

出
席
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。

　

発
電
所
建
設
の
資
金
を
投
資
し
た

「
官
民
連
携
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
・
フ
ァ

ン
ド
」
を
運
用
す
る
ス
パ
ー
ク
ス
・
グ

ル
ー
プ
㈱
（
東
京
）
の
阿
部
修
平
代
表

取
締
役
が
「
日
本
の
原
風
景
を
残
す
昔

な
が
ら
の
土
地
に
新
し
い
文
化
の
実
現

を
可
能
に
す
る
非
常
に
有
益
な
投
資
が

で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と

事
業
主
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
竹
﨑
町
長
は

「
地
元
と
し
て
も
待
望
の
発
電
開
始
で

す
。
こ
の
施
設
を
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
拠
点
と
し
、
環
境
学
習
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
情
報
の
発
信
な
ど
、
女
島
活
力

推
進
セ
ン
タ
ー
と
一
体
と
な
っ
た
活
用

を
し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
建
設
関
係
企
業
の
皆
さ
ん

か
ら
芦
北
町
に
展
望
所
の
寄
贈
が
あ

り
、
竹
﨑
町
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　　

そ
の
後
発
電
所
敷
地
内
に
場
所
を
移

し
、
来
賓
と
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
「
祝

開
所
式
」
の
文
字
が
快
晴
の
空
に
は
た

め
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
く
ま
モ
ン
も

お
祝
い
に
駆
け
付
け
、
葦
北
鉄
砲
隊
と

と
も
に
祝
砲
を
放
ち
ま
し
た
。

　町に寄贈された展望所は女島活力
推進センターの敷地内に設置。メガ
ソーラー発電所を一段高い場所から
見学できます。また、施設内には、
太陽光発電について学習できる展示
があり、太陽光パネルで発電した電
気で鉄道ジオラマを動かしたり、直
流を交流に変える仕組みを体験した
りすることができます。                      

　

こ
の
発
電
所
の
出
力
規
模
は
８
メ
ガ

ワ
ッ
ト
で
、
稼
働
中
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
で
は
県
内
最
大
で
す
。
年
間
発

電
量
は
約
８
８
５
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

で
、
約
２
９
５
０
世
帯
分
の
使
用
電
力

を
賄
い
ま
す
。
今
後
20
年
間
に
わ
た
り

発
電
を
続
け
、
全
て
九
州
電
力
に
売
電

さ
れ
ま
す
。　
　

稼
働
中
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
で
は  

県
内
最
大

く
ま
モ
ン
も
祝
砲
を
放
つ

　　ＳＧＥＴ芦北メガソーラー発電所　概要
■土地面積：　9.5ha　　　■総事業費　約 30 億円
■発電設備規模：　
　　太陽光モジュール出力８MW（モジュール枚数 33,096 枚）
　　パワーコンディショナー出力　６MW
■年間発電電力量：　885 万 kWh/ 年
　　　　　　　　（約 2,950 世帯分の年間使用電力量）
■事業主体　ＳＧＥＴ芦北メガソーラー合同会社
　（スパークス・グリーンエナジー＆テクノロジー株式会社と技術コ
　ンサルティングのコア・テック株式会社が出資した特定目的会社）

1テープカットとくす玉を割る
関係者　2祝砲を放つくまモン
3芦北保育園の将友太鼓　4ス
パークス・グループの阿部修平
代表取締役　5来賓あいさつす
る竹﨑町長

１ ２

３

４

５

出
力
規
模
は
８
メ
ガ
ワ
ッ
ト

◀
寄
贈
さ
れ
た
展
望
所

太
陽
光
パ
ネ
ル
で
発
電
し
た　

電
気
で
動
く
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
◀
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芦
北
町
の
　

決
算
報
告

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計

と
特
別
会
計
の
決
算
が
、
町

議
会
の
９
月
定
例
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

財
政
公
表
は
、
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

や
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
の
か
を
毎
年
６
月
と
12
月

の
年
２
回
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
す
。

平
成
24
年
度

歳  入歳  出
一般会計 一般会計

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
が
１
０
７
億
２
，
５
３
６
万

円
（
前
年
度
比
５
・
１
％
減
）
で
歳
出
が

１
０
０
億
３
，
３
１
４
万
円
（
前
年
度
比

５
・
６
％
減
）
と
な
り
歳
入
か
ら
歳
出
を

差
し
引
く
と
６
億
９
，
２
２
２
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
３
億
１
，

６
３
８
万
円
が
平
成
25
年
度
に
引
き
続
き

実
施
す
る
事
業
の
費
用
（
繰
越
財
源
）
に

充
て
ら
れ
る
た
め
、
実
質
的
な
収
支
は

３
億
７
，
５
８
４
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま

し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
の
状
況

　

歳
入
の
構
成
比
は
、
地
方
交
付
税
が
全

体
の
45
・
５
％
を
占
め
最
も
多
く
、
次
い

で
町
税
14
・
３
％
、
県
支
出
金
９
・
１
％
、

町
債
８
・
８
％
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源

の
割
合
は
26
・
０
％
、
依
存
財
源
の
割
合

は
74
・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
に

比
べ
、
町
税
お
よ
び
繰
越
金
の
減
少
に
よ

り
自
主
財
源
比
率
は
下
が
っ
て
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
を
主
と
す
る
依

存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入

歳
出

　

目
的
別
の
構
成
比
で
は
、
民
生
費
が

27
・
6
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
総
務
費
、

公
債
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
と
比
べ
５
・
６
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
教
育
費
に
お
け
る
学
校
給

食
共
同
調
理
場
整
備
工
事
の
終
了
や
、
総

務
費
の
基
金
積
立
金
の
減
な
ど
が
減
少
の

主
な
要
因
で
す
。

税負担の約６．５倍の行政
サービスが提供されている
ことになります。

平成 24 年度に町民の
皆さんが納めた町税

平成 24 年度一般会
計で町民の皆さんの
ために使われたお金

一人当たり

５１万７，９１９円

（注）住基人口 19,372 人（平
成 25 年３月 31 日現在）で
算出しています。

平 成 24 年 度 決 算

一人当たり
７万８，８５２円

議会費
1 億 2,348 万円（1.2%)

商工費
4 億 3,454 万円（4.3%)

消防費
3 億 7,820 万円

教育費
7 億 3,234 万円

土木費
8 億 1,367 万円

衛生費
11 億 1,851 万円

民生費
27 億 7,067 万円

総務費
13 億 3,755 万円

公債費
12 億 6,299 万円

農林水産業費
8 億 4,768 万円

歳入総額

１０７億２，５３６万円
歳出総額

１００億３，３１４万円

H18H17 H19 H20 H21 H22 H23
（年度）

（　　) は構成比

地方譲与税
1 億 2,539 万円

（1.2%)

使用料・手数料
2 億 8,256 万円
　（2.6%)

分担金・負担金
1 億 3,118 万円

（1.2%)

繰越金
6 億 7,257 万円（6.3%)

（45.5%)

町税
15 億 2,753 万円

国庫支出金
8 億 1,692 万円

県支出金
9 億 7,998 万円

町債
9 億 3,750 万円

地方交付税交付金
48 億 7,934 万円

（14.3%)

（7.6%)

（9.1%)

（8.8%)

（　　) は構成比

（13.3%)

（27.6%)

（11.2%)
（8.5%)

（3.8%)

（8.1%)

（7.3%)

災害復旧費
２億 1,351 万円
（2.1%)

（12.6%)

平 成 24 年 度 決 算

諸収入・繰入金
財産収入・寄付金
１億 7,527 万円（1.6%)

地方消費税
交付金など
1 億 9,712 万円

（1.8%)

【目的別】
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●魅力的な地域づくり
人材育成事業 434 万円
町民講座運営事業 517 万円
まちづくり支援事業 590 万円
まちづくり支援事業花苗等配布事業 200 万円
放課後子ども教室推進事業 160 万円

●人にやさしい快適なまちづくり
予防接種事業 2,631 万円
インフルエンザ予防接種事業 1,515 万円
各種検診事業 2,809 万円
ごみ収集・運搬業務 4,538 万円
女島活力推進センター建設事業 １億 1,673 万円

自立支援医療費（更生医療）給付事業 1,707 万円
重度心身障害者医療費援助事業 3,598 万円
障害者自立支援給付事業 ４億 5,750 万円
保育所運営事業 3 億 3,704 万円
子ども手当（児童手当）支給事業 ２億 5,718 万円
子ども医療費助成事業 5,616 万円
老人保護措置費事業 1 億 823 万円
白岩地区浸水対策事業 1,199 万円
花岡東地区浸水対策事業 5,388 万円
消防施設整備事業 1,313 万円
浄化槽設置費助成事業 2,774 万円
公共土木施設災害復旧事業 １億 5,973 万円
公営住宅改修事業 2,205 万円

●生きがいのある働き場づくり
強い農業づくり交付金（精米機導入）事業 1,778 万円
農業基盤整備促進事業 1,258 万円
農地流動化促進事業 562 万円
中山間地域総合整備事業 1,329 万円
農地災害復旧工事 2,407 万円
林道施設災害復旧事業 1,536 万円
農業用施設災害復旧事業 1,436 万円
間伐等促進事業 627 万円
温泉塩開発事業 7,347 万円

木造住宅建築支援事業 1,449 万円
有害鳥獣捕獲事業 519 万円
林道・作業路整備（舗装）事業 1,197 万円
水産物供給基盤機能保全事業 788 万円
牛の水漁港整備事業 2 億 3,082 万円

商工業振興事業 1,088 万円
緊急雇用創出基金事業 1,578 万円

●生活を支える基盤づくり
地方バス路線維持事業 2,589 万円
佐敷駅通路橋整備事業 9,428 万円
地籍調査事業 5,994 万円
道路改良工事 9,081 万円
町道乙千屋線改良事業 4,443 万円
町道宮浦野添線改良事業 3,359 万円
町道射場芦北線整備事業 2,074 万円
町道花東本町線改良事業 2,515 万円
町道宮崎湯治線改良事業 4,941 万円

指標 芦北町
平成 24 年度

指標の説明
早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 赤字なし 14.15% 20.0% 一般会計などの赤字の程度を示した指標
です。

連結実質赤字比率 赤字なし 19.15% 30.0% 芦北町の全会計の赤字の程度を示した指
標です。

実質公債費比率 5.1%
（0.6 ポイント改善） 25.0% 35.0% 過去 3 年間の借入金返済額の大きさを示

した指標です。

将来負担比率 8.9%
（3.4 ポイント改善） 350.0% 借入金や将来支払っていく可能性のある

負担などの大きさを示した指標です。

平 成 24 年 度 決 算

平成 24 年度一般会計の主な使いみち

芦北町は健全で安定した財政運営を行っています！

　特別会計とは、特定の事業を展開するに当
たって、それぞれの事業収入で独立採算を原則
として運営する会計のことです。芦北町には、
９つの特別会計があります。

　特別会計の歳入総額は 64 億 9,623 万円（前
年度比 3.3％増）、歳出総額は 61 億 3,243 万
円（前年度比 3.2％増）となりました。

会計名称 歳入 歳出
国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 35 億 3,692 万円 33 億 4,056 万円
国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 5,998 万円 5,998 万円
介護保険事業特別会計 21 億 2,500 万円 19 億 8,236 万円
簡易水道事業特別会計 1 億 1,261 万円 1 億 115 万円
農業集落排水事業特別会計 2 億 1,666 万円 2 億 1,666 万円
生活排水処理事業特別会計 5,330 万円 5,330 万円
町有温泉事業特別会計 1 億 475 万円 1 億 475 万円
奨学資金貸付事業特別会計 3,210 万円 1,967 万円
後期高齢者医療事業特別会計 2 億 5,491 万円 2 億 5,400 万円

合計 64 億 9,623 万円 61 億 3,243 万円

特 別 会 計 の 決 算 状 況

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、健全化判断比率と資金不足比率の公表が義
務付けられています。公表する指標は、町の赤字の状況や借入金などの負債の状況を示したものです。
この指標が、一定の基準を超えた場合は、町の行政運営を行う上でさまざまな制限が設けられます。
　芦北町の財政は、次のとおり国の早期健全化基準（財政再生基準）を下回っており「健全な状態」
にあります。資金不足比率についても全ての企業会計において資金不足額はありません。

●健全化判断比率

女島活力推進センター

芦北町の財政状況は、財政健全化法の基準を大きくクリアしており健全財政を保っています

平 成 24 年 度 決 算

●豊かな心の人づくり
スクールバス運行事業 3,095 万円
佐敷城跡調査事業 425 万円
花岡地区埋蔵文化財調査事業 2,607 万円
スポーツ振興補助事業 372 万円
V・チャレンジリーグ開催支援事業 146 万円
小・中学校教育振興事業 3,577 万円
小・中学校維持管理事業 1 億 3,690 万円

塩むすび館

牛の水漁港（建設中）

事業名 芦北町 経営健全化基準 指標の説明

水道事業会計 資金不足なし

20.0% 公営企業会計における資金の不足額の大
きさを示した指標です。

簡易水道事業特別会計 資金不足なし
農業集落排水事業特別会計 資金不足なし
生活排水処理事業特別会計 資金不足なし

●資金不足比率



世界に広がる

情熱と献身の心

　

あ
し
き
た
親
善
大
使
の
葦
北
鉄
砲
隊
（
平

江
大
八
隊
長
）
が
、
11
月
23
日
に
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
で
開
催
さ
れ
た
２
０
１
３

年
ホ
ノ
ル
ル
国
際
空
手
道
選
手
権
大
会
で
、

火
縄
銃
演
武
を
披
露
し
ま
し
た
。

　　　

２
０
０
９
年
に
芦
北
町
で
行
わ
れ
た
芦
北

う
た
せ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
国
際
親
善
大

会
。
こ
の
大
会
に
選
手
を
出
場
さ
せ
て

い
た
国
際
空
手
道
連
盟
会
長
で
ハ
ワ
イ

在
住
の
小
高
忠
三
氏
が
開
会
式
で
行

わ
れ
た
鉄
砲
隊
演
武
に
感
動
し
、「
ぜ

ひ
ハ
ワ
イ
で
日
本
の
伝
統
文
化
を
披
露

し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
。
小
高
氏
が
主

催
す
る
空
手
道
選
手
権
大
会
で
の
演
武

が
実
現
し
ま
し
た
。
海
外
遠
征
に
あ
た

り
、
町
は
竹
﨑
一
成
町
長
を
団
長
と
し
、

鉄
砲
隊
13
人
、
同
大
会
に
出
場
す
る
芦
北

町
海
王
塾
の
選
手
ら
10
人
の
計
24
人
で
派
遣

団
を
結
成
。
11
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
の
日

程
で
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。　
　

　

派
遣
団
は
ハ
ワ
イ
に
到
着
後
、
す
ぐ
に
現

地
新
聞
社
、ラ
ジ
オ
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

鉄
砲
隊
の
記
事
は
日
刊
邦
字
新
聞
「
ハ
ワ
イ

報
知
」
と
「
日
刊
サ
ン
」
に
掲
載
さ
れ
、大
々

的
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　　

大
会
前
日
に
は
実
際
の
会
場
で
試
射
を
行

い
ま
し
た
が
、
日
本
と
の
火
薬
の
性
質
の
違

い
に
苦
労
し
、
夜
遅
く
ま
で
調
整
に
追
わ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
迎
え
た
演
武
当
日
。
開
会

式
後
に
鉄
砲
隊
が
入
場
し
、
平
江
隊
長
の
号

令
に
合
わ
せ
、
第
１
班
の
つ
る
べ
撃
ち
、
第

２
班
の
連
射
、
大
筒
班
の
一
斉
射
撃
を
披
露

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
大
き
な
発
砲
音
が
響

き
渡
り
、
初
め
て
見
る
火
縄
銃
演
武
に
客
席

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
演

武
後
に
は
ハ
ワ
イ
の
熊
本
県
人
会
と
の
交
流

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
海
王
塾
の
選
手
が
大
柄
な
外
国

人
選
手
を
相
手
に
健
闘
し
、
金
メ
ダ
ル
３
つ

を
含
む
９
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

25
日
に
は
在
ホ
ノ
ル
ル
日
本
国
総
領
事
館

と
ホ
ノ
ル
ル
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、
鉄
砲

隊
の
紹
介
、
空
手
の
形
の
披
露
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
応
対
し
た
ホ
ノ
ル
ル
市
長
は
、
妻

の
祖
父
母
が
熊
本
県
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ

と
や
、
日
系
人
が
ハ
ワ
イ
で
活
躍
し
て
い
る

こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
と
日
本
、

熊
本
の
つ
な
が
り
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
た
遠

征
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
遠
征
で
火
縄
銃
演
武
を
披
露
し
た

葦
北
鉄
砲
隊
平
江
隊
長
は
「
海
外
で
の
演
武

は
イ
ギ
リ
ス
、韓
国
に
続
き
今
回
で
３
回
目
。

火
縄
銃
の
輸
出
入
の
手
続
き
、
現
地
で
の
発

砲
許
可
申
請
、
火
薬
の
調
達
な
ど
に
と
て
も

苦
労
し
た
が
『
情
熱
と
献
身
』
を
合
い
言
葉

に
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。
多
く

の
人
か
ら
『
感
動
し
た
』
と
言
う
声
を
い
た

だ
い
た
。
本
物
の
日
本
の
伝
統
文
化
を
海
外

の
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

葦北鉄砲隊 ハワイで火縄銃演武

室内での演武のため、発砲
数は１人 1 発に制限。その
中で演武構成を工夫し、「つ
るべ撃ち」「連射」「一斉射
撃」の 3 種類の射撃法を
披露。
写真は大筒班の一斉射撃

広報あしきた　89　広報あしきた

き
っ
か
け
は
芦
北
う
た
せ
杯
で
の
演
武

火
縄
銃
演
武
に
大
歓
声

ハ
ワ
イ
で
の
大
役
を
果
た
し
て

1現地ラジオに出演2鎧（よ
ろい）姿の隊員は子どもたち
に大人気356現地の日刊邦
字新聞「ハワイ報知」では３
度、鉄砲隊が取り上げられま
した4大健闘した海王塾チー
ム7ハワイ島熊本同志会、セ
ントラル・オアフ熊本県人会
の皆さんとの交流8在ホノル
ル日本国総領事館の重枝豊英
総領事（写真右）の前で空手
の形を披露9ホノルル市長を
表敬訪問する派遣団

123

45

6

7

9

11月21日付「ハワイ報知」

11月22日付「ハワイ報知」

11月25日付「ハワイ報知」

8



うたせ船クルージングに出発する乗船客

日
々
の
感
謝
を
込
め
て

漁
協
朝
市
20
周
年
＆
芦
北
う
た
せ
感
謝
祭

　

芦
北
漁
協
で
11
月
９
日
、
漁
協
朝
市

が
20
周
年
を
迎
え
、
感
謝
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
朝
市
が
始
ま
る
午
前
７
時
に

は
、来
場
者
が
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
、

新
鮮
な
魚
介
類
の
品
定
め
を
し
て
い
ま

し
た
。
一
般
参
加
の
競
り
売
り
が
始
ま

る
と
、
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
が
飛
び
交

い
、「
掘
り
出
し
物
」
を
競
り
落
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
に
は
鯛
の
味
噌
汁
や
ヒ
ラ
の

さ
し
み
が
振
る
舞
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

う
た
せ
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
大
人
気

威勢のいい掛け声が飛び交う競り売り

　　　

同
日
の
午
前
９
時
か
ら
は
漁
協
前
の

広
場
で
芦
北
う
た
せ
感
謝
祭
も
開
催
さ

れ
、
計
石
保
育
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
演

奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
帆
を
張
っ
た

う
た
せ
船
を
眺
め
な
が
ら
不
知
火
海

（
八
代
海
）
を
約
30
分
間
航
海
す
る
「
う

た
せ
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」
に
は
３
０
０

人
以
上
が
乗
船
し
、
人
気
を
博
し
て
い

ま
し
た
。

　

漁
協
前
広
場
で
は
ア
シ
ア
カ
エ
ビ
の

塩
焼
き
や
イ
シ
エ
ビ
の
か
き
揚
げ
、
す

り
身
の
天
ぷ
ら
な
ど
、
芦
北
の
海
の
幸

が
販
売
さ
れ
、
買
い
求
め
る
来
場
者
の

行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

芦
北
こ
ど
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ミ
ッ
ト

　

女
島
埋
立
地
の
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
芦
北
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
開
所
に
先
立
つ
11
月
10

日
、
女
島
活
力
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
も

や
い
」
で
芦
北
こ
ど
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
町

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
学
び
、
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
事
業
主
の
ス

パ
ー
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
実
行

委
員
会
が
開
い
た
も
の
で
す
。

　

町
内
の
小
学
生
40
人
が
参
加
し
、
に
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
施
設
を
見
学
し
た
り
、
専

門
家
の
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
ソ
ー

ラ
ー
発
電
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
は
、
ク

イ
ズ
大
会
が
あ
り
、
正
解
す
る
と
ソ
ー

ラ
ー
マ
ン
に
ふ
ん
し
た
司
会
者
が
変
身
し

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
前
に
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
段
ボ
ー
ル
製
の
机
が

置
か
れ
、
中
に
は
星
や
太
陽
、
電
気
や
自

然
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
パ
ー
ツ
が
入
っ

て
い
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
各
自
で
作
っ
て
い
き
ま

し
た
。
完
成
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
写
真

撮
影
さ
れ
、
12
月
３
日
の
開
所
式
で
も
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

に
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
こ
と
を
家
族
や

友
だ
ち
に
伝
え
て
も
ら
う
願
い
を
込
め

て
、「
芦
北
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
こ
ど
も
広
報

大
使
」
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▲メガソーラーを見学する子どもたち

▲メガソーラーキャラクターが完成！

　

鹿
児
島
県
奄
美
市
の
奄
美
文
化
セ
ン

タ
ー
で
11
月
17
日
、
第
55
回
九
州
地
区
民

俗
芸
能
大
会
が
開
催
さ
れ
、
平
生
雷
狂
言

保
存
会
の
皆
さ
ん
が
熊
本
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
芦
北
町
か
ら
の
出
場

は
、
平
成
9
年
の
第
39
回
大
会
に
出
場
し

平
生
雷
狂
言
、
会
場
を
笑
い
に
包
む

た
「
内
野
の
棒
踊
り
」
以
来
、
16
年
ぶ
り

5
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
九
州
・
沖
縄
地
方
に
継

承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
を
広
く
一
般
に

公
開
し
、
そ
の
鑑
賞
を
通
し
て
文
化
振
興

を
図
る
た
め
に
、
各
県
持
ち
回
り
で
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
歴
史
あ
る

大
会
で
す
。

　

平
生
雷
狂
言
以
外
に
各
県

か
ら
8
団
体
の
出
場
が
あ
り
、

太
鼓
踊
り
や
神
楽
な
ど
特
色

あ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
平
生
雷
狂
言
の
発
表
は
、

出
場
団
体
の
中
で
も
異
色
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
も
の
で

会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
て
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
後
、
同
保
存
会
の
平

生
明
決
会
長
は
「
各
県
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
に
出
場
し

た
こ
と
に
よ
り
地
区
の
団
結

力
が
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
伝
統
継
承
に
努

め
て
い
き
た
い
。」
と
出
場
し

た
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

第
55
回
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会

▼九州地区民俗芸能大会に出場した平生雷狂言保存会の皆さん

　

江
戸
時
代
に
熊
本
を
通
る
交
通
の
要
で

あ
っ
た
豊
前
、
豊
後
、
日
向
、
薩
摩
の
四

街
道
を
生
か
し
た
地
域
発
展
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
30
日
、
町
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
薩
摩
街
道

保
存
会
の
丸
目
直
樹
会
長
（
鹿
児
島
県
薩

摩
川
内
市
）
が
「
道
を
た
ず
ね
て
」
と
題

し
て
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
丸
目
会

長
は
薩
摩
藩
の
参
勤
交
代
の
様
子
を
記
し

た
旅
日
記
に
つ
い
て
触
れ
、
津
奈
木
太
郎

峠
を
越
え
湯
浦
に
着
い
た
一
行
が
大
雨
に

降
ら
れ
て
佐
敷
ま
で
の
道
中
を
急
ぐ
場
面

な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
あ
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
日
奈
久
温
泉
案
内
人
の
会

の
取
り
組
み
や
水
俣
で
の
西
南
戦
争
史
研

究
の
ほ
か
、
薩
摩
街
道
な
な
う
ら
案
内
人

の
会
の
倉
永
淳
一
事
務
局
長
に
よ
る
田
浦

薩摩街道
を舞台に

佐敷太郎峠を越える参加者

歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

熊
本
四
街
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

＆

　

12
月
１
日
に
は
、
佐
敷
太
郎
と
津
奈
木

太
郎
の
峠
道
を
歩
く
「
薩
摩
街
道
歴
史
ふ

れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
が
県
芦
北
地
域
振
興

局
の
主
催
で
あ
り
ま
し
た
。
佐
敷
城
跡
か

ら
道
の
駅
た
の
う
ら
ま
で
の
約
10
㎞
と
、

ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
ク
芦
北
か
ら
津
奈
木
町
物

産
館
グ
リ
ー
ン
ゲ
ー
ト
ま
で
の
約
13
㎞
の

２
コ
ー
ス
に
県
内
外
か
ら
約
１
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
西
郷
隆
盛
や

篤
姫
な
ど
も
通
っ
た
と
い
わ
れ
る
薩
摩
街

道
の
歴
史
を
感
じ
つ
つ
、
険
し
い
峠
道
に

息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

と
檜
前
（
ひ
の
く
ま
）
家
に
つ
い
て
の
発

表
が
あ
り
、
参
加
し
た
約
80
人
は
多
く
の

歴
史
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
薩
摩
街
道
に

つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
峠
道
を
歩
く

シンポジウムで発表するパネリスト

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
学
ぼ
う

まちのわだい close upまちのわだい close up
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写真左から竹﨑町長、大丸組合長、八里組合長、県農林水
産部 豊田祐一政策審議監、県漁連 松本忠明代表理事会長

「芦北町漁協」来年４月設立へ

　御立岬公園で 11 月 16 日、伝承遊び体験学習の
一環で、たこ作り教室とたこ揚げ大会がありました。
町内外から12人が参加し、竹ひごとビニールを使っ
て手作りのたこを作りました。子どもたちは御立岬
海水浴場に移動し、出来上がったたこを手に思い思
いに走り回っていました。たこが潮風を受けてふわ
りと浮かぶと歓声があがりました。17 日には、潮
風を受けて漁をするうたせ船への乗船体験も行われ
ました。

手作りのたこを手に砂浜を走る子どもたち

まちのわだい
御立岬で手作りのたこ揚げ

　田浦漁協（大丸清光組合長）と芦北漁協（八里政
夫組合長）の合併仮契約調印式が 11 月 11 日、芦
北町役場であり、合併仮契約が結ばれました。26
日にはそれぞれの漁協の臨時総会で合併を承認。両
漁協は来年３月に解散し、４月に新組合の「芦北町
漁協」が設立されます。
　両漁協は合併により経営基盤を強化しようと 5
月に合併推進協議会を設立し、対等合併実現のため
の協議を続けてきました。

　御立岬公園で 11月 2日から 3日にかけて大夜釣
り大会が開かれました。町内外から約 60人が参加
し、「海釣りランド」など、御立岬周辺の海岸で釣
果を競いました。熊本市内から参加したファミリー
は、「家族４人で来ました。釣りも楽しいですが宿
泊先のマリンハウスが予想以上によかった。また訪
れたい」と話していました。
　総重量 4.3 キロを釣り総合優勝した田中紀久さん
（海浦２）は、「芦北の豊かな海のことをたくさんの
人にもっと知ってほしい」と話しました。

総合優勝の田中紀久さん

落成式でテープカットする関係者

ＪＡあしきたゼリー加工場が落成
　ＪＡあしきたのゼリー加工場が完成し、11月 13
日に稼働を始めました。同日現地で行われた落成式
でＪＡあしきたの高峰博美組合長が「規格外の青果
物に付加価値を付けて販売する６次産業化事業の拠
点にしたい」とあいさつ。関係者がテープカットし
て完成を祝いました。この加工場は町や国の補助を
受け、芦北集荷所施設（旧第２選果場）の一部を改
築して整備されたもので、田浦にあった旧加工場の
２倍の生産能力があります。学校給食やお土産向け
の小さめのサイズのゼリーなども作られます。

まちのわだい

通常点検できれいに整列する田浦保育所の園児

　3年に 1度開かれる水俣芦北地域幼年消防大会が
11月 13 日、水俣市立総合体育館で行われました。
この大会には水俣芦北地域の 12 保育園（所）・幼
稚園の園児約 200 人が参加し、町内からは田浦保
育所と大野保育所の幼年消防クラブが通常点検を披
露しました。指揮者の「右へならえ」の号令に「い
ち、に、さん」と大きなかけ声で元気に整列し、日
頃の練習の成果を発揮していました。

第９回水俣芦北地域幼年消防大会

全校生徒全員でそれぞれの思いを胸に合唱

　来年３月で 62 年の歴史を閉じる大野中学校で
11 月 17 日、最後の文化祭がありました。文化祭
では、全校生徒 28人全員で「ともに過ごした日々
を胸に抱いて飛び立つよ」と歌う『YELL（エール）』
を合唱したほか、同中学校の職員 13人も大野の風
景や生徒全員の幼い頃の写真などを映像に流しなが
ら『ふるさとは今も変わらず』を歌いました。心温
まる映像と歌声に涙する人もいました。その後、熊
本放送アナウンサーの木村和也さんの講演もありま
した。

大野中で”最後の”文化祭

　田浦阿蘇神社の例大祭が 11 月 18 日に行われ、
臼太鼓踊りや棒踊りなどの田浦地区に伝わる伝承芸
能のほか、田浦保育所の園児の踊り、田浦小児童に
よる太鼓など多くの出し物でにぎわいました。
　小田浦阿蘇神社でも子どもたちがみこしを引いて
地区内を練り歩いたり、神社の境内で相撲大会をし
たりして、祭りを楽しんでいました。

棒踊りを踊る田浦棒踊り保存会の皆さん

田浦阿蘇神社例大祭にぎわう

御立岬で大夜釣り大会

大きさはどのくらいかな？

模型を見ながら工事についての説明を聞く参加者

　11 月 17 日、南九州西回り自動車道「湯浦トン
ネル（仮称）」の現場見学会が行われました。これは、
11 月 18 日の土木の日にあわせて実施されたもの
で、トンネルの出入り口にあたる花岡東地区と湯浦
外ヶ平地区の住民約 40人が参加しました。参加者
は国土交通省八代河川国道事務所職員や施工者の
（株）大林組の技術者から工事方法や掘削機械の説
明を受けながら、全長 1,166m のうち 931m まで
掘り進められたトンネル内を見学しました。トンネ
ル内の防水シートへのお絵描き体験もありました。

工事中の湯浦トンネルを見学
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写真左から宮島副会長、塩森さん、竹田さん、カンボジアの
ケオ研修員

まちのわだい

　八代南高校３年の竹田蛍
ほたる

さん（乙千屋）と八代
清流高校 1年の塩森珠

み な み

菜見さん（湯浦北）が 11月
21 日、役場を訪れ、芦北町国際交流協会の宮島博
美副会長にカンボジア学校建設募金として約４万
7,000 円を手渡しました。この募金は両校が合同で
開催した文化祭のバザー収益金で、贈呈は今回で２
回目となります。竹田さんは佐敷小出身のため、「再
びカンボジアに学校を贈る運動に関われてうれし
い」と話していました。

　高齢者用の電動車いすの安全運転講習会が 11月
21 日、しろやまスカイドームで行われました。高
齢者の交通事故が増加しているため、町が警察署や
ＪＡあしきたなどの協力を得て実施したもので、約
30 人の高齢者が参加しました。参加者は実際に電
動車いすに乗り、安全運転に必要な基本の操作方法
や知識を習得しました。また、道路を歩いて横断す
るのにどれくらいの時間がかかるのかを体験し、「止
まって」「待って」「飛び出さない」の「と・ま・と」
の交通安全を確認していました。

電動車いすの体験試乗をする参加者

園児から勤労者に感謝の歌声

感謝の歌声を届ける大野保育所の園児

　11 月 22 日、勤労感謝の日を前に、大野保育所
の園児 18 人が芦北消防署を訪れ、消防署員を前に
芦北町のテーマソング「夢」・「出逢い」の２曲を歌
いました。その後、園児を代表して２人が消防点検
の指導でお世話になった消防署員に「ありがとうご
ざいました」と写真入りのメッセージ色紙を贈りま
した。
　園児たちは、天月駐在所と大野温泉センターにも
立ち寄り、感謝の歌声を届けていました。

まちのわだい

似顔絵の描き方を教える森真理さん

　放課後の子どもたちの居場所を確保するため、佐
敷小学校の空き教室を利用して行われている放課後
子ども教室で 11 月 28 日、芦北町在住の漫画家・
森真理（もりしんり）さんがゲスト講師として招か
れ似顔絵教室が開催されました。森さんは子どもた
ち約 30人に顔のパーツの位置や特徴のつかみ方な
どを教え、身近な佐敷小学校の先生の顔などを子ど
もたちと一緒に描きました。森さんは、「似顔絵は
観察力を身につけるのに役に立ちます」と話してい
ました。

放課後子ども教室で似顔絵描き

高齢者の電動車いす講習会

八代南・八代清流高校が募金贈呈

高
血
圧
予
防
は
減
塩
か
ら

親子で遊ぼう
親子リトミック

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

塩
分
の
摂
り
過
ぎ
は
高
血
圧
を
招
き
ま

す
。
高
血
圧
は
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な

る
た
め
、
食
事
の
塩
分
を
意
識
し
て
減
ら

す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
１
日
の
塩
分
摂
取
量
は

　

食
塩
の
主
成
分
で
あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
は

人
体
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
ミ
ネ
ラ
ル
の

一
種
で
す
。
血
液
中
に
は
常
に
一
定
の
濃

度
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
存
在
し
ま
す
が
、
過

剰
に
食
塩
を
摂
取
し
て
し
ま
う
と
、
濃
度

が
濃
く
な
り
、
そ
れ
を
薄
め
よ
う
と
し
て

水
分
量
も
増
え
ま
す
。
血
液
量
が
増
え
る

と
心
臓
が
強
い
力
で
全
身
に
血
液
を
送
り

出
す
た
め
に
血
圧
が
あ
が
り
ま
す
。

　

こ
の
状
態
が
続
く
と
血
管
は
弾
力
を

失
っ
て
動
脈
硬
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

11
月
26
日
、
芦
北
町
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
と
一
般
参
加
者
で
減
塩
ヘ
ル

シ
ー
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

減
塩
ヘ
ル
シ
ー
教
室

男
性
９
グ
ラ
ム
未
満

目標

す
く
す
く
育
っ
て
い
ま
す
１
歳
６
カ
月
児
健
診（
11
月
22
日
実
施
）

を
受
け
た
人
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

リトミックは、音楽にあわせて身体を動か
し、親子のふれあいをつくります。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（
８
６
）
０
２
０
０

11月28日

子育てサークル　でこぽんキッズ

食
塩
と
高
血
圧
の
関
係

女
性
7.5
グ
ラ
ム
未
満

高
血
圧
の
人
は

　

６
グ
ラ
ム
未
満
を

　
　
　
　

目
標
に
し
ま
し
ょ
う
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高
齢
者
と
障
害
者
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

知
っ
て
い
ま
す
か

　

５
つ
の「
虐
待
」

虐
待
者  

＝
「
悪
者
」
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

虐待を受けたと思われる「高齢者」や「障害者」を発見した人は、役場　　　  福祉課や地域包括支援センターまでご相談・ご連絡ください

　

虐
待
に
よ
っ
て
障
害
者
の
権
利
や
尊
厳

が
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
障
害
者

虐
待
防
止
法
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
24
年

10
月
１
日
か
ら
「
芦
北
町
障
害
者
虐
待
防

止
セ
ン
タ
ー
」
を
福
祉
課
内
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
者
虐
待
に
関

す
る
通
報
ま
た
は
届
出
を
受
理
し
、
障
害

者
に
対
し
て
適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、

精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
む
）
の
あ
る

人
や
、
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害
が

あ
る
人
で
す
。

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
人
や
家
族
の
サ
イ
ン
に
、
身
近
な
人

が
早
め
に
気
付
く
こ
と
が
、
虐
待
防
止
の
第
一
歩
で
す
。

次
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
？　

ど
れ
か
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
虐
待
の
疑
い
や

将
来
的
に
虐
待
へ
と
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

□ 

体
に
傷
や
あ
ざ
、
や
け
ど
の
跡
が
あ
る

□ 

傷
や
あ
ざ
な
ど
の
説
明
が
変
化
す
る

□ 

家
か
ら
悲
鳴
や
家
族
の
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る

□ 

体
の
不
調
が
明
ら
か
な
状
態
で
あ
る
が
、
病
院
な
ど
を
受
診
し
て
い
な
い

□ 

体
か
ら
異
臭
が
す
る
な
ど
衛
生
状
態
が
悪
い

□ 

高
齢
者
が
、
生
活
す
る
の
に
十
分
な
収
入
が
あ
る
の
に
お
金
が
な
い
と
訴
え
る

□ 

高
齢
者
の
体
重
が
、
短
期
間
の
う
ち
に
極
端
に
減
っ
た

□ 

高
齢
者
が
、
家
に
居
た
く
な
い
と
訴
え
た
り
、
お
び
え
た
り
し
て
い
る

□ 

障
害
者
が
、
お
び
え
る
、
泣
く
、
叫
ぶ
な
ど
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す

□ 

障
害
者
が
、
急
に
お
び
え
た
り
、
こ
わ
が
っ
た
り
す
る

□ 

障
害
者
が
、
人
目
を
避
け
、
部
屋
に
ひ
と
り
で
い
た
が
る

●特定の人や家庭、場所ではなく、どこでも起こりうる問題です
●虐待をしている人に、虐待している認識がない場合があります
●虐待をされている人が虐待だと認識できないで、自分から被害
　を訴えられない場合があります

虐
待
は

高齢者虐待
◎芦北町地域包括支援センター　☎（８６）２２７０
◎福祉課　高齢者福祉係　☎（８２）２５１１（内線１５２）
障害者虐待
◎福祉課　障害者福祉係　☎（８２）２５１１（内線１５３）

相
談
・
通
報
窓
口

虐
待
か
な
と

思
っ
た
ら
ま
ず

は
相
談
を

　
「
適
切
な
介
護
の
仕
方
や
認
知
症
へ
の

対
応
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
、
つ
い
手
を

上
げ
て
し
ま
う
」「
介
護
負
担
に
加
え
失

業
中
で
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
」
な
ど
、

虐
待
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
虐
待
を
受
け
て
い

る
人
だ
け
で
は
な
く
、
虐
待
者
も
支
援
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
虐
待
は
身
近
に
起

こ
り
う
る
問
題
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
皆

さ
ん
が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

虐
待
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

芦
北
町
障
害
者

　

虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー 身体的虐待

暴力行為などで、身体に傷やあざ、痛みを
与える行為。または、外部と接触させない
ような行為

（例）
●叩く・つねる
●無理矢理食事を口
　に入れる
●ベッドに縛り付け
　たり、薬を過剰に
　服薬させて身体を
　拘束する　など

心理的虐待
高圧的な言葉や態度、無視や嫌がらせなど
によって苦痛を与えるような行為

（例）
●怒鳴る・ののしる
●侮辱を込めて
　子どものように扱う
●排泄の失敗を嘲笑する
●意図的に無視する　など

経済的虐待
財産や金銭の無断使用や、本人が望む金銭
の使用を理由なく制限するような行為

（例）
●日常的に必要な
　金銭を渡さない
　（使わせない）
●本人の自宅など
　を本人に無断で
　売却する
●年金や預貯金を本人の意思・利益に反して使用する

性的虐待
本人の合意もなく性的に行為を行ったり、
強要したりするような行為

（例）
●懲罰的に下半身を裸
　にして放置する
●キス、性器への接触、
　性行為を強要する　など

介護・世話の放棄・放任
介護や生活の世話を行っている家族が、介
護や世話を放棄するような行為

（例）
●食事を与えない
●オムツを交換しない
●ゴミを放置して劣悪な
　住環境の中で生活させる
●必要なサービスを理由も
　なく利用させない　など

サ イ ン を見 逃 さ な い で

広報あしきた　1617　広報あしきた
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芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

芦
北
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

昭
和
55
年
７
月
１
日
指
定

31
　

先
月
、
平
生
雷
狂
言
保
存
会
が
九
州
地
区

民
俗
芸
能
大
会
に
県
代
表
で
出
場
し
ま
し

た
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
芦
北
に
伝
わ
る

も
う
一
つ
の
雷
狂
言
「
才
木
雷
狂
言
」
で
す
。

実
は
才
木
雷
狂
言
も
昭
和
57
年
に
沖
縄
市
で

開
催
さ
れ
た
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
一

説
に
は
、
平
生
雷
狂
言
も
才
木
地
区
か
ら
伝

わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。。

　

雷
狂
言
の
特
徴
は
、
動
作
や
言
葉
の
や
り

取
り
が
と
て
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
滑
稽
を
主
と

し
た
「
に
わ
か
」
の
要
素
を
含
み
つ
つ
、
基

本
的
に
は
雨
乞
い
祈
願
の
宗
教
的
な
芸
能
で

あ
る
こ
と
で
す
。
全
国
で
も
「
雷
狂
言
」
と

し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
の
は
、
芦
北
の
２
件

し
か
な
い
そ
う
で
す
。

　

才
木
雷
狂
言
の
由
来
に
つ
い
て
、
詳
し
い

こ
と
は
不
明
で
す
が
、
昔
か
ら
地
区
の
山
本

家
と
井
上
家
で
演
じ
ら
れ
る
し
き
た
り
に

才
木
雷
狂
言

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
大
正
14
年

に
医
師
の
井
上
美び

き
ょ
う郷
氏
が
書
き
記
し
た
『
雷

狂
言
解
説
書
』が
保
存
会
に
残
さ
れ
て
い
て
、

重
要
な
手
引
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

雷
狂
言
の
構
成
は
、
天
満
宮
を
背
景
に
、

神
主
、
易
者
の
妙み

ょ
う
げ
ん玄、
雷
様
が
１
名
ず
つ

と
、
幟の

ぼ
り

・
幕
持
ち
が
数
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
妙
玄
の
弟
子
が
登
場
し
な
い
点
や
笛
・

太
鼓
の
道
中
楽
が
無
い
と
こ
ろ
な
ど
が
平
生

雷
狂
言
と
異
な
り
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

話
の
流
れ
は
、
雨
が
降
ら
な
く
て
神
主
が

困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
妙
玄
が
登
場
し
ま

す
。
彼
は
雨
を
降
ら
せ
る
方
法
と
し
て
、
天

に
向
け
て
長
い
針
を
刺
し
向
け
ま
す
。
雨
が

降
ら
な
か
っ
た
の
は
、
雷
様
の
膝
に
腫
れ
物

が
で
き
て
雲
に
乗
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
の
で
す
が
、
妙
玄
の
針
で
雷
様

の
腫
れ
物
を
深
く
刺
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
痛
み
で
雷
様
が
天
か
ら
落
ち
て
来
て
、
雨

を
降
ら
す
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

戦
時
中
に
一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、
昭
和

28
年
に
復
活
し
、
才
木
郷
土
芸
能
保
存
会
に

よ
り
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
九
州
大
会
に
２

度
出
場
し
た
芦
北
の
雷
狂
言
は
、
熊
本
を
代

表
す
る
郷
土
芸
能
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

２
０
１
３
年
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
ま

す
ね
。
皆
さ
ん
忘
年
会
が
続
い
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
韓
国
の

お
酒
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

日
本
で
韓
国
の
お
酒
と
い
え
ば
マ
ッ

コ
リ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
韓

国
の
人
た
ち
が
一
番
好
ん
で
飲
む
お
酒

は
焼
酎
で
す
。
韓
国
の
焼
酎
は
穀
物
、

さ
つ
ま
い
も
、
糖
蜜
を
ブ
レ
ン
ド
し
て

発
酵
さ
せ
て
薄
め
た
も
の
で
す
。
そ
こ

に
甘
味
料
を
加
え
る
の
で
、
日
本
人
に

は
少
し
甘
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
18
〜
20
度
く

ら
い
の
も
の
が
多
い
で
す
。
日
本
と
は

飲
み
方
に
違
い
が
あ
り
、
水
割
り
や

ロ
ッ
ク
で
は
飲
ま
ず
、
50
㏄
ぐ
ら
い
の

グ
ラ
ス
に
入
れ
て
ス
ト
レ
ー
ト
で
飲
み

ま
す
。

　

ビ
ー
ル
も
日
本
と
同
じ
く
人
気
が
あ

り
ま
す
。
ビ
ー
ル
に
合
う
お
つ
ま
み
と

い
え
ば
、
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
で
す
ね
。

韓
国
で
は
、
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
と
生

ビ
ー
ル
を
配
達
し
て
く
れ
る
の
で
、
手

軽
に
飲
む
に
は
最
高
の
組
み
合
わ
せ
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
お
酒
を
飲
む
と
き
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
注
ぎ

足
し
は
し
ま
せ
ん
。
韓
国
で
は
、
お
葬

式
や
法
事
な
ど
亡
く
な
っ
た
人
に
対
す

る
儀
式
の
際
に
お
酒
を
注
ぎ
足
す
風
習

が
あ
る
た
め
、
注
ぎ
足
す
こ
と
は
失
礼

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
目
上
の
人
と

お
酒
を
飲
む
と
き
は
、
目
上
の
人
に
対

し
正
面
を
向
い
て
飲
む
の
は
失
礼
に
あ

た
る
た
め
、
片
手
で
グ
ラ
ス
を
少
し
隠

し
て
横
を
向
い
て
飲
み
ま
す
。

　

韓
国
で
は
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り
な

が
ら
飲
む
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
飲
み

会
が
静
か
に
な
る
と
、
す
ぐ
「
コ
ン

ベ
！
」と
言
い
な
が
ら
乾
杯
を
し
ま
す
。

乾
杯
は
最
初
の
一
回
で
終
わ
る
の
で
は

な
く
何
回
も
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
韓
国

式
で
飲
ん
で
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
（
飲
み
過
ぎ
に
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
ね
）。
楽
し
く
飲
み
な
が
ら
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
！
よ
い
お
年
を
！

（
第
19
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

▶
コ
ン
ベ
！
（
乾
杯
）

民生委員・児童委員の改選のお知らせ
　民生児童委員および主任児童委員の改選が行われ、下記の方々が厚生労働大臣から委嘱されました。
地域住民の皆さんの相談相手となり、福祉行政とのパイプ役として社会福祉増進のために活動されま
す。なお、守秘義務がありますので、相談者のプライバシーは守られます。お気軽にご相談ください。

氏　名 担　当　地　区
松村　悟 道川内
池田　里惠 乙千屋
日野　輝生 向町
窪田　和行 本町・上町
林田　　男 新町
矢野　　美 花岡東
岡本　俊二 花岡北・諏訪
中原　紀子 田川
桑村　繁敏 桑原・八幡
中山　幹男 宮浦・伏木氏
法花津　正紘 松生・大尼田
立迫　正明 立川
草野　義雄 大岩１・２・永谷
岩本　正 岩屋川内・黒岩
田端　正子 吉尾・市居原
瀬口　秀子 箙瀬
下村　孝利 上原・内木場
　木　守 海路・高田辺
宮本　芳子 白石・小口
告本　正継 告
才保　康葊 才木・長沢
木渕　ユキエ 塩浸・白木
坂前　末光 本村・市野瀬・向原
勝田　清豪 中園・松生・國見

氏　名 担　当　地　区
浦　郁子 田浦１･ ２
村中　正和 田浦３･ ４

門田　文子 田 浦 町 １・ ２ の 一
部

嶋中　敏 田浦町１の一部
赤山　幸子 田浦町 2 の一部
　嶋　渉 田浦町３・４
藤田　ツギエ 小田浦１・２
岩本　省三 小田浦３・４
内田　まち子 小田浦５
福田　富夫 小田浦６・７
大田　光一 海浦１
永野　ゆき子 海浦２
嶋本　冨士雄 波多島
濱田　辰喜 井牟田１・２
山下　靜枝 横居木
山元　久光 鶴木山
山下　平四郎 計石西
江島　茂松 大丸団地・計石東
松﨑　忠 白岩
金子　勲子 椛島・山崎

岡本　伸英 川原・駅通り
龍宮団地

黒田　良子 芦北

氏　名 担　当　地　区
大矢　達雄 福浦・沖
釡　利広 大崎・釜・小崎
藤井　みち子 平生
山﨑　貢 湯浦東
尾上　伸一 湯浦北
新村　敏春 橋本・山川
倉本　一之 湯南団地
松﨑　悠子 栫・道園
稲光　成夫 寺川内・寺川内団地
熊迫　敏子 馬場・広瀬団地
坂本　義治 米田
坂本　兼道 丸山
　原　紀男 豊岡・大川内西

宮島　一六 大 川 内 東・ 大 川 内
南・尾奈古

前田　隆章 高岡・元大川内
池田　隆一 古石

中野　　子 田浦地区
（主任児童委員）

塔尾　美紀 佐敷・吉尾地区
（主任児童委員）

本山　洋子 湯浦・大野地区
( 主任児童委員）

町関係主要施設 休　館　日 備　　　　　　考

御立岬温泉センター 12 月 29 日（日）〜 12 月 30 日（月）12 月 31 日（火）は、12:00 〜 20:00 まで営業

御立岬公園 12 月 29 日（日）〜 12 月 31 日（火）

マリンハウス 12 月 29 日（日）〜 12 月 31 日（火）12 月 31 日（火）は、宿泊予約者のみ対応

物産館肥後うらら 1 月 1 日（水） 12 月 31 日（火）は、8:00 〜 17:00 まで営業

たばくまん 12 月 31 日（火）〜 1 月 1 日（水） 12 月 30 日（月）は、11:00 〜 15:00 まで営業

芦北海浜総合公園 12 月 29 日（日）〜 1 月 1 日（水）

大野温泉センター 1 月１日（水） 12 月 31 日（火）は、10:00 〜 16:00 まで営業
１月２日（木）は、9:00 〜 21:00 まで営業

ヘルシーパーク芦北 1 月 1 日（水） 12 月 31 日（火）は、10:00 〜 18:00 まで営業

計石温泉センター 1 月 1 日（水） 12 月 31 日（火）は、7:00 〜 18:00 まで営業

湯浦温泉センター 改築のため休業中

し ろ や ま ス カ イ ド ー
ム、交流センター 12 月 28 日（土）〜 1 月３日（金） 1 月４日（土）は、9:00 〜 17:00 まで開館

温泉プール 12 月 28 日（土）〜 1 月 1 日（水） 1 月 2 日（木）・３日（金）は、
　　　　　　　　　10:00 〜 17:00 まで開館

岩崎グラウンド、活性
化センター、社会教育
センター

12 月 29 日（日）〜 1 月 3 日（金）

星野富弘美術館 12 月 29 日（日）〜１月１日（水）

年 末 年 始 の 業 務 案 内
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お 知 ら せ
　

あ
な
た
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

県
で
は
就
職
に
関
す
る
相
談
に
専
門
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
話
を
伺
い
、
就
職
段
階

に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
費
用
は
無
料
で
、
事
前
予
約
を
優
先

し
ま
す
。

▼
場
所　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
水
道
町
）

▼
予
約
受
付
時
間　

　
【
平
日
】　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
【
土
曜
】　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

※
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
０
８
９
５　

 　

芦
北
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

     

著
名
人
を
探
し
て
い
ま
す

　

芦
北
町
出
身
ま
た
は
在
住
者
で
、
国
内

外
で
活
躍
し
て
い
る
人
の
情
報
を
求
め
て

い
ま
す
。
政
治
・
経
済
・
文
化
・
芸
能
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
分
野
は
問
い
ま
せ
ん
。
す

で
に
現
役
を
引
退
し
た
人（
故
人
を
含
む
）

の
情
報
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

親
戚
や
身
近
な
人
で
該
当
す
る
人
が
い
れ

ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係

　

☎（
８
７
）１
１
７
１（
内
線
１
４
５
）
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お 知 ら せ
　

　
田浦子育て支援センター 　1 月の行事

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用
できます。一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

７日（火）　新春お茶会
９日（木）〜17日（金）　カレンダー作り
24日（金）　身体測定・誕生会
27日（月）〜30日（木）　鬼のお面作り
31日（金）　人形劇を見よう（午前10時〜）

　

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
フ
ォ
ー
ラ
ム　

　

水
俣
・
芦
北
地
域
の
高
校
で
取
り
組
ん

で
い
る
エ
コ
活
動
に
つ
い
て
、
高
校
生
が

発
表
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼
日
時　

12
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
場
所　

み
な
ま
た
環
境
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

　
【
第
１
部
】
基
調
講
演
「
リ
サ
イ
ク
ル

　

資
源
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

　

講
師
：
田
中
利
和
氏

　
【
第
２
部
】
高
校
か
ら
の
発
表

　

発
表
校
：
芦
北
高
校
、
水
俣
高
校

　
【
オ
プ
シ
ョ
ン
】

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
見
学
し
よ
う
」　

　

▼
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

　

※
希
望
者
は
午
後
１
時
ま
で
に
㈱
田
中

　

商
店
玄
関
前
集
合

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

み
な
ま
た
環
境
塾

　

☎
（
６
２
）
０
６
３
９

　      

ご
利
用
は
無
料

     

労
働
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

県
で
は
賃
金
、
解
雇
な
ど
の
労
働
条
件

や
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
労
使
双
方
か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
、
専

門
の
相
談
員
が
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
場
所　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
水
道
町
）

▼
利
用
時
間

　
【
平
日
】　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

　
【
土
曜
】　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

※
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
６
１
３

　

 

防
衛
講
話
を
開
催
し
ま
す

「
我
が
国
周
辺
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
と

海
上
自
衛
隊
」

▼
講
師　

海
上
自
衛
隊
佐
世
保
地
方
総
監

　
　
　
　

海
将　

吉
田
正
紀
氏

▼
日
時　

１
月
17
日
㈮
午
後
６
時
〜

▼
会
場　

水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン

　

タ
ー　

も
や
い
館
３
階
も
や
い
ホ
ー
ル

　

※
入
場
は
無
料
で
す

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

防
衛
省
自
衛
隊　

水
俣
地
域
事
務
所

　

☎
６
３
（
５
８
６
３
）

　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
展
示
室

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
展
示
室
に
町
民
講
座

の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

「
押
し
花
」（
押
し
花
教
室
）

▼
期
間　

12
月
18
日
㈬
〜
１
月
20
日
㈪

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
８
２
）
２
２
１
３

道路交通法の一部が改正されました

悪
質
・
危
険
運
転
者
対
策

無免許運転

無免許運転の命令・容認

免許証の不正取得

無免許運転者に
車を提供

無免許運転車に
同乗

自
転
車
利
用
者
対
策

ブレーキに不備のある自転車

検査拒否、命令違反など

自転車での路側帯の通行

１年以下の懲役
または

30 万円以下の罰金

３年以下の懲役

50 万円以下の罰金

２年以下の懲役または
   50 万円以下の罰金

警察官による検査・
応急措置命令など

５万円以下の罰金

左側に限定

または

改正後（12月１日から）改正前

改正後（12月１日から）

路側帯とは歩道のない道のうち、
白線の外側のことで、自転車は左
側だけを通行できます。

　（平成 25 年 12 月１日施行）

無
免
許
運
転
の

幇ほ
う
じ
ょ助

行
為

自転車は左側通行を

○ ×
↑

車道 車道
↑

　
　

派
遣
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー

　

派
遣
労
働
者
や
こ
れ
か
ら
派
遣
労
働
と

い
う
働
き
方
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に

労
働
者
派
遣
制
度
や
労
働
基
準
法
な
ど
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
説
明
会
と
個
別

相
談
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時
・
会
場

　

①
１
月
21
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
本

　

②
１
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

③
１
月
28
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

【UV ビーズストラップを作ろう】　
▶日時　１月 26 日（日）午前10 時〜正午
▶場所　熊本県環境センター周辺
▶募集　30 人程度（先着順）
▶費用　無料
▶申込　１月19日（日）まで
◎申し込み方法　住所、氏名、年齢、電話番号を明記
してハガキ、ＦＡＸ、Ｅメールで申し込んでください。
＊申込・問い合わせ先
　熊本県環境センター　
　☎（６２）２０００　　ＦＡＸ（６２）１２１２
　Ｅメール：center@kumamoto- eco.jp

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

第 64 回
熊日三太郎駅伝競走大会

スタート　　　　フィニッシュ（ゴール）
水俣市役所　　　芦北町地域活性化センター

１月 12 日（日） 午前１０時スタート

▶ 
※町内の主な中継所の通過予定時間
　・馬出野三叉路：午前 11 時 11 分ごろ　
　・勤労者福祉会館前（向町）：午前 11 時 39 分ごろ　
　・地域活性化センター：午後０時 20 分ごろ

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局　

需
給
調
整
事
業
室

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
３
１

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
俣

　

☎
（
６
２
）
８
６
０
９

　

 

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
の
種
類

　

甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験（
１
〜
６
類
）

　

丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日　

２
月
15
日
㈯

▼
試
験
場
所　

熊
本
市

▼
願
書
受
付
期
間

　
（
書
面
）
１
月
６
日
㈪
〜
15
日
㈬

　
（
電
子
）
１
月
３
日
㈮
〜
12
日
㈰

＊
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
５
０
０
５

お
詫
び
と
訂
正

　

11
月
号
２
ペ
ー
ジ
下
の
写
真
の
説
明

「
芦
北
幼
稚
園
」
は
「
田
浦
保
育
所
」
の

誤
り
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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芦
北
警
察
署

芦
北
消
防
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

編　

集　

後　

記

▼
女
島
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
発

電
、
売
電
を
開
始
し
ま
し
た
。
現

在
稼
働
し
て
い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

で
は
県
内
最
大
級
の
規
模
を
誇
り

約
３
千
世
帯
分
の
使
用
電
力
量
を

賄
う
こ
の
発
電
所
は
、
今
後
20
年

に
わ
た
り
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

電
気
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
▼
私
ご
と
で
す
が
第

２
子
と
な
る
女
の
子
が
誕
生
し
ま

し
た
。こ
の
子
が
20
歳
に
な
る
頃
、

ど
ん
な
町
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
芦
北
町
に
、
日
本
に

生
ま
れ
育
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の

世
代
が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
）

23　広報あしきた

【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田　

喜
代
子

　
「
夏
は
来
ぬ
」

人 口　　　　
男 　　　　　　  

　　　　　　　　　女　　　　　　　　　　　　　　　  　
65 歳以上　　　　 
世 帯 数　　　　  

人口のうごき（H25.12.1 現在）　（　）内は前月比

お 誕 生 お め で と う

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
短
歌

　
【
芦
北
短
歌
会
】

　

置
い
て
き
ぼ
り
さ
れ
て
知
ら
な
い
三
歳
の
も
う
い
い
か
い
の
声
は
大
き
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
嶋　

良
子

　

誰
も
い
ぬ
部
屋
も
二
階
も
静
も
り
て
キ
ッ
チ
ン
の
み
の
暮
し
と
な
り
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               　
　
　
　

四
宮
美
佐
子

　

高
く
青
く
ど
こ
ま
で
も
澄
む
空
の
下
音
な
き
峡
田
に
稲
刈
り
終
え
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

泰
子

　

味
付
け
が
変
わ
り
し
と
息こ

に
言
わ
れ
た
り
米
寿
な
る
身
は
味
覚
も
萎
え
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
島　

住
子

　

パ
ン
ジ
ー
を
三
種
買
い
し
を
忘
れ
い
て
夜
半
に
萎
え
た
る
鉢
に
水
や
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

ミ
ホ

　
【
田
浦
短
歌
会
】

　

消
燈
に
冴
ゆ
る
月
光
虫
の
声
節
電
と
い
う
も
あ
り
が
た
き
か
な　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本
ナ
ミ
エ

　

失
い
し
も
の
に
執
す
る
思
い
あ
り
歯
を
抜
き
し
夜
を
つ
く
ね
ん
と
座
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

良
子　

　

金
婚
の
記
念
の
桜
年
経ふ

り
て
丹に

の
い
ろ
深
く
幹
は
艶
め
く　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
田　

圭
一　

　

み
か
ん
園
の
モ
ノ
レ
ー
ル
機
起
動
せ
ず
亡つ

ま夫
を
恋
い
つ
つ
ひ
と
り
格
闘
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口　

陵
子

　

七
歳
の
誕
生
会
を
終
え
し
女ま

ご孫
「
よ
い
一
日
だ
っ
た
」
と
真
顔
で
言
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

忠
子

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

生島　彩
い ろ あ

空　　１０. ２２　  女　　光　　　  花岡西

竹若　奨
しょうま

真　　１1.　   ２　  男　　慶宣　　  湯浦北

上野　結
ゆ い

生　　１１. １０　  女　　友晴　　  湯浦南

宇土　琉
る き

稀　　１１. １２　  女　　隆広　　  市野瀬

下村　璃
り ひ と

仁　　１１. ２１　  男　　仁　　　  計石東

市川　真
ま り な

莉菜　１１. ２１　  女　　大地　　  田浦１

伊德　貴
た か と

翔　　１１. ２３　  男　　一貴　　  花岡北

H25.11.1 〜 11.30 受付分（敬称略）受付件数８件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で掲載を希望する場合は、役場総務課秘
　書広報係までご連絡ください。

　  氏　　名　　　　死亡日　　　年齢　　　　区　

嶋本　富行　　　   １１.　 １　　 ８０　　  湯浦南
　ノ木　ユキノ　   １１.　 ４　　 ９５　　  小田浦２
大矢　實　　　　   １１.　 ５　　 ９５　　  福浦
豊田　等　　　　   １１.　 ５　　 ８５　　  計石東
岩本　エツ子　　   １１.　 ７　　 ８０　　  上原
花山　輝代　　　   １１.　 ８　　 ６１　　  湯浦南
宮田　ヨシ　　　   １１.　 ９　　 ８９　　  豊岡
田口　敏夫　　　   １１. １０　　 ８４　　  永谷
　川　ミヅシ　　   １１. １４　　 ９８　　  海浦１
木村　茂盛　　　   １１. １６　　 ８４　　  計石西
池上　ヒサ子　　   １１. １７　　 ８８　　  湯南団地
木山　志信　　　   １１. １８　　 ７０　　  白木
宮田　由太郎　　   １１. １９　　 ９６　　  豊岡
余瀬　スエノ　　   １１. ２０　　 ９５　　  國見
坂田　由秋　　　   １１. ２２　　 ８４　　  乙千屋
川添　國男　　　   １１. ２２　　 ８２　　  小田浦５
森下　實　　　　   １１. ２３　　 ８３　　  湯浦東
入口　國弘　　　   １１. ２３　　 ８３　　  乙千屋
田中　榮　　　　   １１. ２５　　 ８９　　  向町
久保　道寛　　　   １１. ２５　　 ７９　　  湯浦北
福嶋　仁　　　　   １１. ２５　　 ７９　　  内木場
福田　三男　　　   １１. ２６　　 ９４　　  海浦１
吉住　シキエ　　   １１. ２６　　 ９０　　  上町
小迫　クニ子　　   １１. ３０　　 ６６　　  永谷

H25.11.1 〜 11.30 受付分（敬称略）受付件数 26 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

年
末
年
始
警
戒
活
動
実
施
中
！

　

年
末
年
始
は
、金
融
機
関
を
始
め
、

コ
ン
ビ
ニ
店
な
ど
の
深
夜
営
業
店
舗

を
狙
っ
た
強
盗
事
件
、
帰
省
・
旅
行

中
の
留
守
宅
を
狙
っ
た
空
き
巣
、
子

ど
も
や
女
性
を
対
象
と
し
た
声
掛

け
、
わ
い
せ
つ
事
案
の
発
生
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
年
末
年
始
の
警
戒
活

動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
て
各
種
犯
罪
の
未
然

防
止
に
努
め
ま
す
。

●
警
戒
活
動
期
間

　

12
月
１
日
㈰
〜
１
月
３
日
㈮

●
特
別
警
戒
活
動
機
関

　

12
月
20
日
㈮
〜
12
月
31
日
㈫

　

年
末
年
始
は
、
人
や
車
の
動
き
が

慌
た
だ
し
く
な
る
と
と
も
に
、
飲
酒

の
機
会
も
増
え
、
重
大
な
交
通
事
故

の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

熊
本
県
交
通
安
全

推
進
連
盟
主
唱
の

も
と
「
年
末
年
始

の
交
通
事
故
防
止

運
動
」
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

●
運
動
期
間

　

12
月
21
日
㈯
〜
１
月
３
日
㈮

◎
運
転
者
は
…

　

・
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
・
危
険
性

　
　

を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
高
齢
者
や
子
ど
も
の
歩
行
者
な

　
　

ど
に
対
し
て
、
思
い
や
り
の
あ

　
　

る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
家
庭
で
は
…

　

・
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
外
出
時
に

　
　

は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
な

　
　

ど
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　
　

シ
ー
ト
の
全
席
着
用
を
習
慣
付

　
　

け
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の
犯
罪
防
止

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

　

近
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

発
生
状
況
は
、
逃
げ
遅
れ
が
最
も
多

く
、
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

数
は
就
寝
時
間
帯
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
発

生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
住
宅
用
火
災

報
知
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●
設
置
場
所

　

・
寝
室
、
子
ど
も
部
屋
な
ど

　

・
階
段
（
寝
室
、
子
ど
も
部
屋
な

　
　

ど
が
あ
る
階
の
階
段
の
天
井
ま

　
　

た
は
壁
面
）

◎
注
意
点

　

①
天
井
に
設
置
す
る
場
合
は
、
住

　
　

宅
用
火
災
報
知
器
の
中
心
を
壁

　
　

ま
た
は
梁
（
は
り
）
か
ら
60
㎝

　
　

以
上
離
す
。

　

②
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
吹
き
出
し
口

　
　

付
近
に
設
置
す
る
場
合
は
、
吹

　
　

き
出
し
口
か
ら

150
㎝
以
上
離
す
。

　

③
壁
面
に
設
置
す
る
場
合
は
、
住

　
　

宅
用
火
災
報
知
器
の
中
心
が
天

　
　

井
か
ら
15
㎝
以
上
50
㎝
未
満
で

　
　

設
置
す
る
。

　

火
災
が
発
生
し
た
時
は
、
目
で
煙

や
炎
を
見
た
り
、
鼻
で
焦
げ
臭
い
に

お
い
を
感
じ
た
り
、
耳
で
「
パ
チ
パ

チ
」
と
い
う
音
を
感
じ
た
り
…
と
五

感
に
よ
っ
て
気
付
く
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で

は
、
就
寝
中
や
仕
切
ら
れ
た
部
屋
な

ど
で
物
事
に
集
中
し
て
い
る
時
に

は
、
火
災
に
気
付
く
の
が
遅
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
庭
内
で
の
火
災
発
生

を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
が

「
住
宅
用
火
災
報
知
器
」
で
す
。
住

宅
用
火
災
報
知
器
は
、
火
災
に
よ
り

発
生
す
る
煙
を
感
知
し
、
音
や
音
声

に
よ
り
警
報
を
発
し
て
火
災
の
発
生

を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

住
宅
用
火
災
報
知
器
は
設
置
し
て
あ
り
ま
す
か
？

▼
は
じ
め
ま
し
て
！
も
う
１
人
の

広
報
担
当
で
す
。
い
つ
も
は
防
災

行
政
無
線
放
送
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
▼
今
月
号
で
ハ
ワ
イ
派
遣

団
の
記
事
を
担
当
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
広
報
紙
作
り
で
し
た
の

で
、
分
か
り
づ
ら
い
点
な
ど
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
容
赦
く
だ

さ
い
。
▼
葦
北
鉄
砲
隊
員
と
し
て

ハ
ワ
イ
遠
征
に
参
加
さ
せ
て
い
て

だ
き
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統
文
化

を
海
外
で
披
露
で
き
た
こ
と
は
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
次
に

ハ
ワ
イ
に
行
く
と
き
は
新
婚
旅
行

で
す
！
ま
ず
は
相
手
を
探
さ
ね
ば

…
（
汗
）　　
　
　
　
（
か
ま
ち
）

１９，１５７人　 （ー２２）
　８，９８８人　 （ー１６）
１０，１６９人　 （−　６）
　７，１５９人　 （＋　４）
　７，５３３世帯 （ー　２）
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　N
o.108

（
再

生
紙

使
用

）

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

「
た
く
さ
ん
の
平
凡
な
こ
と 

展
」　

　

○
期
間　
　
　

平
成
26
年
２
月
９
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

　

今
回
の
展
示
の
見
ど
こ
ろ
は
、
新
し
く
収
蔵
さ
れ

た
15
作
品
で
す
。先
月
号
に
載
っ
て
い
た「
ね
こ
じ
ゃ

ら
し
」
や
今
月
号
の
「
じ
し
ば
り
」
な
ど
、
長
く
愛

さ
れ
て
い
る
作
品
ば
か
り
で
す
。
学
芸
員
の
お
勧
め

作
品
は
「
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
」
で
す
。
色
付
き
サ
イ

ン
ペ
ン
を
使
っ
た
作
品
で
、
に
じ
み
を
利
用
し
た
描

き
方
は
、
水
彩
と
は
一
味
違
っ
た
作
風
で
す
。
ぜ
ひ

美
術
館
に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▲「じしばり」1986 年

薩
摩
街
道
ふ
る
さ
と
湯
の
香
ぎ
ゃ
ら
り
ー

 
芦
北
町
営
温
泉
プ
ー
ル
開
設
20
周
年
記
念
事
業

作り方
❶イノシシ肉を薄くスライスする（皮
の部分も使用）。鍋に湯を沸かして、
アクをすくいながら肉の色が変わるま
でゆでる。ザルに取り、アクを洗い流
す。
❷鍋にだし汁を入れ、大根、ごぼう、
人参、しめじ、生椎茸を入れて火にか
ける。こんにゃくはゆでてから短冊切
りにして入れる（野菜の切り方は味噌
汁の具の切り方でよい）。
❸野菜が柔らかくなったら、①と酒、
千切りにしたショウガ、斜め切りにし
た長ネギを入れてから、味噌をとき入
れる。
※お好みでゆず胡椒（こしょう）を入
れても美味しく召し上がれます。

しし汁
ジビエ豆知識

イノシシ肉は「山クジラ」とも呼ばれ、
冬の栄養補給や薬食として食されてきま
した。血液をサラサラにする効果のある
多価不飽和脂肪酸も多く含んでいます。

ジビエレシピ② 材料（４人分）
イノシシ肉　　　　　
大根　　　　　　　　　
ごぼう　　
人参　　　　　　　　　
しめじ　　　　　　　　　
生椎茸　　　　　　　　　
こんにゃく　　　　　　
長ネギ　　　　　　
味噌
だし汁
酒
ショウガ

　　　　　
120g

1/10 本（80g）
1/3 本（40g）

　1/2 本（80g）
1 パック（60g）

2 個（20g）
80g

６cm（10g）
40g

600 cc
少々
適量

メダリストがやってくる！
北京、ロンドン五輪の

期　日　　12 月 22 日（日）　

■問い合わせ先　生涯学習課　体育振興係　☎（８７）１１７１内線（１４３） ⓒ KISHIMOTO

　今月のレシピはしし汁です。身
体を内側から温めて寒い冬を乗り
切りましょう。

競
泳
の

松
田
丈
志
選
手
、

　
　
久
世
由
美
子
コ
ー
チ
を
招
き

講
演
会
、
水
泳
教
室
を
開
催

時間　午後 1 時〜　場所　きずなの里講演会

水泳教室 時間　午後２時〜　場所　町営温泉プール


